
第 6 回そだつ部会会議録 
日   時 2013 年 12 月 4 日（水）11：30～12：20 
場   所 地域連携交流施設  
出 席 者 近野、水野、高津、安川、浅原、竹内、川辺、前田、政本、長倉、山口、藤原、庄司、吉水 
テ ー マ １、取り組みについて 

２、その他 
３、次回開催日の調整 

内   容 １、取り組みについて 
  ○12 月 4 日開催予定の「かけはし書き方教室」について 
   ・当日の流れ：10：00～10：10  開会・挨拶・説明 
          10：10～11：20  各グループにわかれて書く時間 
          11：20～11：30  まとめ（グループのまとめ・アンケート記入） 
          11：30       閉会 
   ・まとめと感想（参加者）：参加者が４人で、近い所に座ったので話しやすかった 
                初めて参加したが、いろいろな方が相談にのってくれて、心

強く思う 
                    アドバイスをもらえて良かった 
                    自分だけで解決できない事や、いろいろな人に、いろいろな

事を教えてもらい試せるので良かった 
   ・参加者が少なくて心配したが、良い雰囲気で会が進んだと思う 
   ・子どもさんの写真を交えての参加者の自己紹介が、良かった 
   ・４人位のグループで、２グループ位ならば良いと思う 
   ・参加者の相談を聞くような形だったので、どのくらい「かけはし」を書けたのか疑問に

は思う 
   ・参加者に近い所に座っていたが、部会メンバーのリードがよく、いろいろな話ができた 
   ・近い方が、書くことに困った所がわかるので良かった 
   ・他の保護者からは仕事があるので、土曜日の開催希望をよく聞く 
   ・初めて参加したが、自己紹介を聞いたことで子どもさんの様子や場面が想像出来て聞き

やすかった 
   ・今後、支援者として書くためのアドバイスが出来ればいいと思う 
   ・客観的な情報の整理の機会になると思う 
   ・専門家に、いろいろな事を聞けて良かった 
   ・小じんまりしたグループで、良かったと思う 
   ・参加者のうち二人が、子育て支援センターで関わっていたが、子どもが小学校に行くと

母親の様子がわからないので、違う問題があることがわかった 
   ・小さい時の子どもの様子も、「かけはし書き方教室」で、アドバイス出来ればいいと思

った 
   ・今日の参加者は、それぞれの悩みのある人たちだったので、相談会のようになっていた 

    けれど、良い会が出来たと思う 
   ・部会メンバーが始めに自己紹介してくれたことが、モデルとなって良かった 
   ・この会に参加を勧めるにあたっては、教育委員会から各学校園に伝えると、強制的な参

加奨励になりやすいので、案内のちらしに具体的に（前回の会では、○○の話が出まし

たなど）記入していく工夫がいいのではないか 



   ・今日の参加者の中には、難病の方もいて、ここに参加するのも大変なのに参加していた

だけたことが嬉しかった 
   ・参加すれば、何らかの形でつながるという事が大切だと思う 
   ・初めての参加の方が多かったので、話を聞くことが主体になったが、話を聞くことが大

切であると思った 
   ・「書き方教室」で、どんなふうに書くか、客観的に書く方法を教えてもらって練習をす

ることが必要だと思う 
   ・エピソードを書くものではないので、子どもの様子を聞き取り「○○という事ですね」

と聞いてくれる支援者が必要だと思う 
   ・参加回数により、対応を変えて書く作業を助けることで、継続して参加してもらえるの

ではないか 
   ・「書き方教室」が、継続して参加する教室であることを認識してもらう工夫がいると思

う 
   ・「話を聞いてもらって良かった」との声が聞けて良かった 
   ・参加者の中で、障がいのある人だけでなくその兄弟についても悩んでいる方があったの

で、兄弟の支援をサポートしている会を紹介させてもらった 
   ・「かけはし」をどんな時に使うのかを、明確にすることも大切ではないか 
    
  ○2 月開催予定の「交流会」のテーマについて検討 
   ・日時：2 月 18 日（火）10：00～12：00（案） 
   ・内容について検討：10 月 16 日の「播磨町の特別支援教育についてお話ししましょ

う」で、集めたアンケート（別紙）参照 
   ＜意見＞ 
   ・アンケートに出ていたように、「どんな社会参加があるのか」「どんな働き方がある

のか」についての情報提供をしてはどうか 
   ・就労するのに必要な事を、伝えてはどうか 
   ・いろいろな年齢の保護者が参加する会なので、将来的な自立のために準備すること

や就労等の社会参加の為に必要な事を、聞いてもらってはどうか 
    ↓ 
   ・クローバー和田さんを講師に迎えてはどうか（事務局より打診し、日程調整する） 
 
   ・個別の内容にはしにくいと思う 
   ・講演だけではなく、ピアカウンセリングも含めての交流（お互いに知り合う）が出

来ればいいのではないか   
   ・今回のように、先輩保護者のリードをしてもらう形を、何度も取り入れてはどうか 
    ↓ 

 ・会の流れや内容については、次回部会で検討する 
    
３． その他 
  ○はたらく部会 

・「はたらくみんなのお茶会」：平成 25年 12 月 15 日（日）10：00～11：30 

                 地域連携交流施設にて開催予定 

○全体会：平成２６年２月４日（火）10：45～12：15 播磨町役場 ABC 会議室 



         「今、求められている障害者支援」  

長野県北信越圏域障害者生活支援センター 福岡寿氏 

    ○「平成 25 年度障害者就労支援研修会」 

第 2 回：平成 25 年 12 月 10 日（火）10:00～16:00 

場所：加古川市立知的障害者総合支援センター はぐるま 

    ○子育て支援センター 竹内氏より 

           平成 26 年 1 月 19 日（日）10：00～12：00 

           「民芸舞踊団 はなこま」の講演を、南部コミセンで 

 

４．次回開催日の調整 
   ・今年度の反省と次年度の取り組みについての会議 
    平成 26 年 1 月 29 日（水）10：00～12：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


